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 資料－５  

 

日本海における既往地震津波やその被害について（案） 
 
 

 
１．はじめに 

日本海では、史料的に検討を要するものや未だ確証が得られていないものも

あるが、これまでに計３８回の津波の発生が確認できる（表－１）。  
地震に伴う津波は、日本海全体を通じて日本列島の東北部に沿った海域で主

に発生しているほか、大まかにⅰ）沿岸海域の小地震とⅱ）沖合海域の大地震

の二つのタイプに区分される（図－１）。  
タイプⅰのものは、震源域が陸から近い沿岸海域か陸域にあって、マグニチ

ュードが比較的小さく、地震の被害の発生域は狭いが、その域内においては、

被害の程度が甚大となることが多い。津波については、高さはほとんどが１～

３ｍ程度であって、被害も床下浸水や船の破損程度にとどまることが多い。  
一方、タイプⅱのものは、震源域が沖合海域の大陸棚の外側にあって、地震

の規模が比較的大きい。津波については、震源から遠く離れた海岸にも津波高

の大きな場所が現れ、被害が生じた事例がある。  
本資料では、沖合海域に生じた大地震による広域的な津波の伝播特性や被害

をとりまとめることとし、その代表的なものとして、１９８３年の日本海中部

地震津波と１９９３年の北海道南西沖地震津波を対象とした。  
 
 
２．日本海中部地震津波 1

 
 

２．１ 津波高の分布の概観  
 

海底地形による波の屈折によって、津波のエネルギーが収束する地域があり、

実測された津波高も周囲より大きくなっている（図－２）。  

収束が顕著なところは、奥尻島、佐渡島北東部、舳
へ

倉
ぐら

島
じま

また、津波の伝搬においては、日本海中央部で大和堆の影響がみられる（図

－２－１）。  

、能登半島先端部及

び隠岐諸島北岸など、海嶺がほぼ北東方向に沖合に伸びているところである。  

 
（１）北海道の津波のうちあげ高  

奥尻島の青
あお

苗
なえ

漁港では、津波のうちあげ高が４ .５ｍに達し、また、同島

西岸中央部に位置する神威
か む い

脇
わき

                                                
1 ：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３日本海中部地震震害調査報告」（1986）による。  

漁港では、同島で最も高い５.０ｍを記録した

（図－２－２）。  
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また、積丹
しゃこたん

半島先端付近では、局地的に津波のうちあげ高が大きな値を示

し、同半島北東端の幌
ほろ

武
む

意
い

 
漁港では３．１７ｍとなった（図－２－２）。  

（２）本州北部の津波のうちあげ高  

青森県では、竜飛崎
た っ ぴ ざ き

から小泊
こどまり

岬北岸にかけては津波のうちあげ高が４～５

ｍ前後、小泊岬南岸から田
た

野沢
の さ わ

秋田県北部では、青森県境から

にかけては２～４ｍ程度であった（図－２－

３）。  

八森町
はちもりまち

（現八峰町
はっぽうちょう

）浜田
は ま だ

にかけての津波

の打ち上げ高が５～９ｍ程度であった（図－２－４）。  

男鹿
お が

半島南岸以南では、男鹿半島潮
しお

瀬崎
せ ざ き

新潟県から富山湾まででは、津波高が新潟県北部で１～２ｍで南西にいく

ほど低くなり、糸魚川付近で０.５～１ｍ、富山湾内では概ね０.３ｍ程度で

あった（図－２－７、図－２－９）。  

から山形県酒田市以南にかけて

の津波のうちあげ高は３ｍ程度以下である（図－２－５、図－２－６）。  

粟島では、西側で津波高が高く、その最大値は２.９ｍであった（図－２－

７）。また、佐渡島では、北側で津波高が高く、その最大値は４ｍ程度であっ

た（図－２－８）。  
 

（３）西日本の津波のうちあげ高  
石川県では、能登半島外洋側の津波のうちあげ高が高く、最大値は輪島で

の２.４ｍである。また、その北方約５０ｋｍにある舳
へ

倉
ぐら

島
じま

金沢市付近から若狭湾中部にかけての海岸では、最大１ｍ程度であった（図

－２－１０、図－２－１１）。  

では４ｍを越す

値が測定された（図－２－９、図－２－１０）。  

舞鶴市から久美浜
く み は ま

町（現 京
きょう

丹後
た ん ご

島根半島と隠岐諸島では、震源から約７００ｋｍの遠方に位置するが、津

波のうちあげ高は最大３ｍに達した（図－２－１３、図－２－１４）。  

市）までの海岸と、その西隣の兵庫県竹

野港までの区間では、津波のうちあげ高がやや高く、舞鶴市野原港では、２.
３ｍであった（図－２－１１、図－２－１２）。  

島根半島以西の山陰海岸では、山口県須佐
す さ

 

に津波のうちあげ高に小ピーク

（１.６ｍ）があるが、全体として西にいくほど低くなる（図－２－１５）。  

２．２ 主な津波被害について  
 
（１）人的被害  

日本海中部地震による死者１０４名のうち、津波による死者が１００名で

あった。津波による死者の地域別発生状況は、北海道４名、青森県１７名、

秋田県７９名である（表２－１）。  
 

（２）浸水被害（住居地）  
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内閣府「災害復興対策事例集」によると、床上・床下浸水は、北海道５５

戸、青森県２１４戸、秋田県３４２戸、新潟県２戸、石川県６戸、京都府３

戸、島根県４１８戸となっている（表－２－１）。  
若狭湾内の舞鶴半島の外洋側に面した京都府舞鶴市野原港では、海水が市

街地に浸入した。  
また、島根県では、隠岐諸島と島根半島で多数の浸水家屋が発生した。  
 

（３）施設被害（漁船・漁具・水産施設等） 
水産関係の施設被害額は漁港施設を除いて、約１００億円にのぼった（昭

和５８年７月１４日現在、水産庁調べ）。その内訳は、北海道約１１．４億円、

青森県約３９．８億円、秋田県４２．１億円、石川県約１．４億円、島根県

約４．９億円となっている（表－２－２）。 
 
 

３．北海道南西沖地震津波 2

 
 

３．１ 津波高の分布の概観  
 
日本海中部地震津波と同様に、収束が顕著なところは奥尻島、佐渡島北東部、

能登半島先端部、隠岐諸島北岸であり、波源域の位置によらず、日本海の海底

地形の影響によって、津波高が高い傾向を示す場所があることが確認された。  
 
（１）北海道の津波のうちあげ高  

奥尻島の最大津波うちあげ高は、奥尻島西岸の藻内
も な い

の３１ｍであるが、特

異な場所の値であり、周辺の２０ｍ前後が実態に近い。また、奥尻島東岸の

平均高は５～６ｍである（図－３－１）。  

古平
ふるびら

から松前までの北海道南西岸での津波打ち上げ高は、非常に局所的

な場所を除いて１０ｍ以下である（図－３－２）。このうち、推定波源の長軸

とほぼ平行である寿都
す っ つ

から平
ひら

浜
はま

 

付近までの延長約１００ｋｍの海岸線は、う

ちあげ高が５ｍ以上の区間となるが、平浜以南はうちあげ高が極端に小さく

なる（図－３－２）。  

（２）本州北部の津波のうちあげ高  

青森県沿岸でのうちあげ高は、日本海側で大きく、市浦
いちうら

村（現五所川原
ご し ょ が わ ら

市）脇本
わきもと

で１．８５ｍ、小泊
こどまり

村（現中
なか

泊
どまり

秋田県沿岸でのうちあげ高は、全般的に２ｍ以下で、日本海中部地震津波

で打ち上げ高が大きかった

町）で１．６２ｍに達した（図－

３－３）。  

峰浜村
みねはまむら

（現八峰町
はっぽうちょう

）でやや大きく、３ｍ強であっ

た。最大打ち上げ高が測定された地点は峰浜村
みねはまむら

（現八峰町
はっぽうちょう

                                                
2 ：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997）による。 

）の水沢川左岸で、

３．４７ｍであった（図－３－４）。  
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山形県沿岸でのうちあげ高は、全般的に２ｍ以下で、新潟県との県境でや

や大きく、３ｍ弱であった（図－３－５）。 

佐渡島と粟島を含む新潟県の海岸の津波浸水高さの最高値は、粟
あわ

島
しま

の

八幡浜
はちまんはま

と佐渡島岩
いわ

谷口
や ぐ ち

 
で、ともに３．１ｍであった（図－３－６）。  

（３）西日本の津波のうちあげ高  

能登半島先端部の津波のうちあげ高は、輪島市鵜入
うにゅう

漁港で３.５ｍであった

のを最高に、珠洲
す ず

市木ノ浦
き の う ら

能登半島先端部は、１７４１年寛保

でも２．９ｍに達した（図－３－７）。  

渡島
お し ま

大島
おおしま

福井県三国港から若狭湾中央部までは、津波のうちあげ高が１ｍを大きく

越えた場所はない（図－３－８）。  

津波や１８３３年庄内沖地震

津波においても大きな被害を生じている。  

ただし、１９８３年日本海中部地震津波の際、海水が市街地に浸入した京

都府舞鶴市野原港の約４ｋｍ西にあたる小橋
お ば せ

兵庫県と鳥取県においては、津波が局所的に高くなった場所は現れておら

ず、兵庫県

において、浸水深が３．５ｍに

達した。  

香住町
かすみちょう

（現香美
か み

町） 鎧
よろい

島根県の隠岐諸島とその背後の島根半島においては、１９８３年日本海中

部地震津波の際と同様、波源から遠く隔たっているにもかかわらず、津波の

うちあげ高が大きく現れた（図－３－１０）。  

の津波のうちあげ高１．８ｍが最大値で

あった（図－３－９）。  

歴史的にも１８３３年庄内沖地震の津波で、隠岐諸島の島前
どうぜん

の西ノ島
に し の し ま

また、島根半島側では、

で８

尺（２．４ｍ）の高さまで津波が上がったことが知られており、１９９３年

北海道南西沖地震津波においても、同地区の耳浦キャンプ場において、津波

のうちあげ高が２．６ｍに達した。  

美保関町
みほのせきちょう

（現松江市）の軽尾
か る び

、雲津
く も づ

、島根町（現

松江市）佐波
さ な み

において、津波のうちあげ高が２．５ｍを超え、特に佐波
さ な み

このように、日本海東縁に起きた地震によって生じた津波が隠岐諸島やそ

の背後の島根半島で高くなる理由は、大和堆の浅海域に達した津波のエネル

ギーが、レンズ効果と、大和堆・隠岐諸島を結ぶ湾曲した海嶺がエネルギー

を誘導する効果とにより、集中するためである。  

にお

いては、３．４ｍに達して、家屋の床上浸水や養魚用の水槽及びポンプ施設

の大破等の被害が発生した（図－３－１０）。  

 
３．２ 主な津波被害について 3

 
 

（１）人的被害  
 
※ 調査中  

                                                
3 ：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997）による。 
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（２）浸水被害（住居地）  

 
※ 調査中  

 
（３）施設被害（漁船・漁具・水産施設等） 

 
※ 調査中  
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表－１ 日本海で発生した津波 
 

番号 西暦

年 月 日 （年号 年） 波 源 域 
規 模 

地震マグニチュード

Ｍ 
津波マグニチュード

ｍ 
1  701 5 12 （大宝 １） 若狭湾 7.0  2  

2 850 * 11 27 （嘉祥 ３） 山形沖 7.0  2  

3 863 * 7 10 （貞観 ５） 新潟 7.0  - （ 2？） 

4 887 * 8 2 （仁和 ３） 新潟南部沖 6.5 （7.5） 2  

5  1026 6 16 （万寿 ３） 島根益田沖 - 〈7.6〉 - 〈 3  〉 

6 1092 * 9 13 （寛治 ６） 新潟沖 -  - （ 2？） 

7 1341 * 10 31 （興国 ２） 渡島沖 -  - （ 3？） 

8 1614 * 11 26 （慶長 19） 新潟南部沖 7.7  2  

9 1644 * 10 18 （寛永 21） 秋田本荘 6.9  - 〈 1  〉 

10 1741 * 8 29 （寛保 １） 渡島西方沖 6.9 （7.5） 3 （ 3.5） 

11 1762 * 10 31 （宝暦 12） 新潟沖 6.6 （7  ） 1  

12 1792 * 6 13 （寛政 ４） 積丹沖 6.9 （7  ） 2 （ 1  ） 

13 1793 * 2 8 （寛政 ４） 鰺ヶ沢 6.9  1  

14  1799 6 29 （寛政 11） 石川近海 6.4 （7.2） - （ 1  ） 

15 1802 * 12 9 （享和 ２） 佐渡南部 6.6  - （ 0？） 

16 1804 * 7 10 （文化 １） 象潟 7.1 （7.3） 1  

17 1810 * 9 25 （文化 ７） 男鹿半島 6.6 （7  ） -1  

18 1833 * 12 7 （天保 ４） 鼠ヶ関西方沖 7.4 （7.6） 2 （ 2.5） 

19 1834 * 2 9 （天保 ５） 石狩湾 6.4 （7  ） - （ 1  ） 

20  1872 3 14 （明治 ５） 浜田 7.1 （7.4） 0  

21  1892 12 9 （明治 25） 羽咋沖 5.8 （7  ） 0  

22 1894 * 10 22 （明治 27） 山形 7.3  - （-1  ） 

23  1898 4 3 （明治 31） 山口県見島 6.8  -1  

24  1925 5 23 （大正 14） 兵庫県北部 7.0 （6.8） - （-1  ） 

25  1927 3 7 （昭和 ２） 丹後 7.5 （7.3） -1 （ 0  ） 

26 1939 * 5 1 （昭和 14） 男鹿半島 7.0  -1  

27 1940 * 8 2 （昭和 15） 積丹沖 7.0 （7.5） 2  

28 1947 * 11 4 （昭和 22） 留萌西方沖 7.0  1 （ 0  ） 

29 1964 * 5 7 （昭和 39） 男鹿半島沖 6.9  -1 （-0.5） 

30 1964 * 6 16 （昭和 39） 新潟沖 7.5  2 （ 2  ） 

31 1964 * 12 11 （昭和 39） 秋田沖 6.3  -1  

32 1971 * 9 6 （昭和 46） 樺太沖 6.9 （7.1） 0 （ 0.5） 

33 1983 * 5 26 （昭和 58） 秋田・青森沖 7.7  3 （ 3  ） 

34 1983 * 6 21 （昭和 58） 青森沖 7.1  0 （ 0.5） 

35  1993 2 7 （平成 ５） 能登半島沖 6.6  - （-0.5） 

36 1993 * 7 12 （平成 ５） 北海道南西沖 7.8  3  

37  2007 3 25 （平成 19） 能登半島 6.9  -1  

38 2007 * 7 16 （平成 19） 新潟県中越沖 6.8  -1  
出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997）の表 4.2.1 を基に、「２００

７年３月２５日能登半島地震津波の波源と規模」（津波工学研究報告第２５号、2008）及び「２００７年新

潟県中越沖地震津波の規模と周辺域の津波波源」（津波工学研究報告第２５号、2008）を用いて、国土交通

省にて加筆修正。 
注釈１：番号欄の「*」は新潟南部以北の津波を示す。 
注釈２：地震マグニチュード及び津波マグニチュードの欄の（ ）と〈 〉内の数値は、それぞれ羽鳥と飯田による

提案値又は修正値を示す。「？」は発生が定かでないものを示す。 
注釈３：津波マグニチュードｍは、沿岸における津波の高さや被害の程度、発生延長を基に、津波の規模階級を-1

～4で表現したものである。 
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図－１ 日本海で発生した津波の推定波源域分布 

 
 
出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997）の図 4.2.1 を基に、「２００

７年３月２５日能登半島地震津波の波源と規模」（津波工学研究報告第２５号、2008）及び「２００７年新

潟県中越沖地震津波の規模と周辺域の津波波源」（津波工学研究報告第２５号、2008）を用いて、国土交通

省にて加筆修正。 
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図－２ １９８３年日本海中部地震による各地の津波高 

 
 
出 典：津波痕跡データベース（http://tsunami3.civil.tohoku.ac.jp/tsunami/mainframe.php） 

東北大学災害科学国際研究所災害リスク研究部門津波工学研究室、独立行政法人 原子力安全基盤機構 
 
 

http://tsunami3.civil.tohoku.ac.jp/tsunami/mainframe.php�
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図－２－１ 日本海中部地震津波の伝搬図 
 
 

出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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図－２－２ 北海道の津波うちあげ高分布 
 
 

出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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図－２－３ 青森県海岸の津波うちあげ高分布 

 
 

出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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図－２－４ 青森県南部・秋田県北部海岸の津波うちあげ高分布（右は県境付近詳細） 
 
 

出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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図－２－５ 秋田県南部・山形県北部海岸の津波うちあげ高分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２－６ 山形県海岸の津波うちあげ高分布 
 

出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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図－２－７ 新潟県北部海岸の津波うちあげ高分布 
 

出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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図－２－８ 佐渡島の津波うちあげ高分布 
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図－２－９ 新潟市・輪島市間の津波うちあげ高分布 

 
出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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図－２－１０ 石川県西部の津波うちあげ高分布 

 



 

18 

 
図－２－１１ 福井県・京都府の津波うちあげ高分布 

 
出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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図－２－１２ 兵庫県・鳥取県の津波うちあげ高分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２－１３ 鳥取県の津波うちあげ高分布 
 

出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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図－２－１４ 隠岐諸島の津波うちあげ高分布 
 

 
図－２－１５ 山陰西部の津波うちあげ高分布 

 
出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 
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表－２－１ 日本海中部地震の主な被害状況 

 

都道府県 
人的被害（人） 住宅被害（棟） 

死者 負傷者 全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 

北海道 4 24 5 16 69 27 28 

青森県 17 25 447 865 3,018 62 152 

秋田県 83 265 1,132 2,632 2,867 65 277 

新潟県 0 2 0 0 0 2 0 

石川県 0 3 0 2 0 3 3 

京都府 0 0 0 0 0 0 3 

島根県 0 5 0 0 0 141 277 

計 104 324 1,584 3,515 5,954 300 740 

 
出 典：内閣府「災害復興対策事例集」<事例コード>198303 

http://www.bousai.go.jp/fukkou/saigaitaiou/output_html_1/jirei_menu.html 
 

 
表－２－２ 日本海中部地震による水産関係被害額 

 
※昭和５８年７月１４日現在 単位：百万円 

 
出 典：土木学会日本海中部地震震害調査委員会「１９８３年日本海中部地震震害調査報告」（1986） 

 
 

http://www.bousai.go.jp/fukkou/saigaitaiou/output_html_1/jirei_menu.html�
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図－３ １９９３年北海道南西沖地震による各地の津波高 

 
出 典：津波痕跡データベース（http://tsunami3.civil.tohoku.ac.jp/tsunami/mainframe.php） 

東北大学災害科学国際研究所災害リスク研究部門津波工学研究室、独立行政法人 原子力安全基盤機構 
 
 
 

http://tsunami3.civil.tohoku.ac.jp/tsunami/mainframe.php�
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図－３－１ 奥尻島の津波うちあげ高分布 
 

出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997） 
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図－３－２ 北海道南西岸の津波うちあげ高分布 
 

出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997） 
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図－３－３ 青森県沿岸の津波うちあげ高分布 
 

出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997） 
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図－３－４ 秋田県沿岸の津波うちあげ高分布 
 

出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997） 



 

27 

 

 

図－３－５ 山形県沿岸の津波うちあげ高分布 
 

出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997） 
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図－３－６ 新潟県の津波うちあげ高分布 

 
出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997） 
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図－３－７ 富山県・新潟県の津波うちあげ高分布 

 
出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997） 
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図－３－８ 福井県・京都府の津波うちあげ高分布 

 
出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997） 
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図－３－９ 兵庫県・鳥取県の津波うちあげ高分布 

 
出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997） 

 
 
 
 
 

 
図－３－１０ 島根県・山口県の津波うちあげ高分布 

 
出 典：土木学会耐震工学委員会「１９９３年北海道南西沖地震震害調査報告」（1997）
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